
 区民ひろばでは 6 カ所目となる「補助救援センター開設運営訓練」が行われました。 

皆さんは「補助救援センター」をご存じですか？大地震などの災害時に、自宅に住めなくなった場合、一定の期間

生活する場所として、豊島区では区立小中学校を「救援センター」として指定しています。そこが満員になった場

合、開設されるのが「補助救援センター」。ここ上池袋地区では、区民ひろば上池袋が「補助救援センター」です。 

 当日は、近隣の町会・民生委員の皆さま、他区民ひろば職員・運営協議会の皆さまにご参加いただき、当運営協

議会とひろばの職員が中心となって、区の災害対策部会の方々にご協力いただきながら訓練を行いました。「首都直

下型地震 M7 震度 6 強」発災 3 日目という設定による訓練。やってみなければ分からなかった気づきが多々あり、

終了後には参加者による活発な意見交換がなされました。 

「補助救援センター」の運営は避難者による自主運営が基本です。いざという時に、いかにして協力し合って、 

少しでも気持ちよく過ごせるのか？そのために、準備、経験を積み重ねていく大切さを痛感した訓練となりました。 
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平成 30年度後半をふりかえって ～活動報告～ 

 平成最後の「新春の集い」。乳幼児親子のほほえましい歌や踊り、「唱歌・童謡の会」、「うたってみんよう」、

「ハンドベル」その他のひろば主催事業や自主サークルの発表がありました。日頃の練習の成果を発揮して、ど

れも目を見張るほどの出来栄えでした。午後のメインイベントは夏輝レオン先生のステージダンス。その華やか

さに会場の皆さんが魅了されました。今回も新春の幕開けにふさわしい華やかな集いとなりました。 

 豊島区を拠点として活動する劇団ムジカフォンテが 2 年ぶりに、区民ひろば上池袋に登場！ 

絵本作家馬場のぼるさんが描く「11 ぴきのねこ」の世界をくり広げました。会場を縦横無尽に踊り、歌う 

ねこちゃんたちに子どもたちもノリノリ。目をキラキラさせて、音楽に合わせて体を揺らす姿が見られました。 

11 ぴきの仲間で力を合わせて、大きな魚はみつけられたかな!?子どもはもちろん、大人にも楽しいひと時とな

ったようです。最後には、良い子で観てくれたみんなに、子ども部会からお菓子のプレセントがありました。 

 民生児童委員混声合唱団「みみずく」の皆さんが節分に 

ちなんだ曲や、『わたしは未来』を披露。鬼は外！福は内！ 

今年も無病息災間違いなしですね！ 
上池袋運営協議会 
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